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圏回国囲回国
わたしたちは、農村のゆとりと都市の活力をあわせもつ

豊かなまうづくりをめざし、次の目標を定めます。
－、水と綾と伝統を生かし、文化の香りを高めます。
－、ふれあいを大切にし、明るいまちをつくります。
－、仲間の輪をひろげ、生活を創り楽しむまう（こします。
－、みんなで、住みたくなるまうづくりIこつとめます。

動因遠賀面責化錦閑おれ5
－11月9日～11日－

文化芸能大会の－コマ

㊧怯嘗謹鷲）i　　＊12月の税金＊

固定資産税（3期分）

納　期12月17日（月）－28日（金）

この社会　　あなたの税が　　生きている

十
一
月
九
日
、
十
日
、
十
一
日
の
三
日

間
、
中
央
公
民
館
で
第
9
回
の
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
、
時
期
を
十
一

月
の
上
旬
に
移
し
　
菊
の
展
示
に
合
わ
せ

て
、
町
民
の
皆
様
に
観
賞
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
例
年
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
三
日
間

通
し
て
の
壁
交
雪
こ
れ
は
町
の
公
民
館
お

よ
び
地
域
で
習
っ
て
あ
る
も
の
を
展
示
し
た

も
の
で
、
洋
裁
、
和
裁
、
酋
道
、
水
愚
面
、

陶
芸
な
ど
が
出
品
さ
れ
、
出
品
者
の
方
の
技

術
も
年
々
向
上
し
、
見
に
来
ら
れ
た
町
民
の

万
た
ち
も
感
心
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

十
日
の
土
曜
日
に
は
、
初
め
て
の
催
し
と

葬－ 銅
鐸
＼
－
i
I
－
十

固

聞

し
て
、
文
化
請
演
会
を
開
催
し
、
離
師
の
佐

賀
大
学
教
授
古
味
藷
通
先
生
の
諦
し
に
参
加

し
た
皆
さ
ん
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た。
最
終
日
の
土
日
は
、
文
化
芸
能
大
会
が

行
わ
れ
、
日
頃
練
習
の
成
果
を
こ
の
日
に

と
、
出
演
者
の
熱
の
こ
も
っ
た
演
技
が
繰
り

肱
け
ら
れ
ま
し
た
。
巾
で
も
、
小
さ
な
子
ど

も
と
、
絡
光
園
の
皆
さ
ん
の
演
技
に
は
会
場

か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

来
年
は
、
文
化
祭
も
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
町
民
の
皆
様
の
一
層
の
用
品
と
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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（2）第351号　　　　　　　　　　　　　　　忠⑬筋㈱彿

所得顔から控除される額

059年1年分完納の場合（1人）
1、定額保険料73，470円

内　訳　59年1月－3月

（5，830円×3月）＝17，490円

59年4月－12月

（6．220円×9月）＝55．躯0円

2、付加保険料
内　訳　59年1月－12月

（400円×12月）＝4，800円

ーご利用ください－

中央公民館図書室で

は，たくさんの本を用

意してみなさんの来館

をお待ちしています。

富
ま
宝
達
立
春
を
を
を
す
ぎ
雷
雲
茎
え
え
春
を
争
争

鵬
国
　
民
　
年
　
金
　
醐

さ
せ
蔓
ゼ
嘩
せ
せ
せ
せ
ぜ
事
嘩
せ
せ
昏
せ
せ
母
音
や
ゼ
喧

国
民
年
金
の
保
険
料
は

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

こ
の
一
年
間
に
、
あ
な
た
や
、
あ
な
た
の

こ
家
族
が
納
め
ら
れ
た
国
民
毎
金
の
保
険
料

は
、
年
末
調
整
や
、
確
定
里
口
の
際
に
申
告

す
れ
ば
、
そ
の
全
額
が
、
「
社
会
保
険
料
」

と
し
て
、
所
得
額
か
ら
整
除
さ
れ
、
所
得
税

な
ど
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
前
納
保
険
料
、
追
納
保
険
料
、
宋

鰹
蔭
科
を
納
め
た
人
も
、
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
か
ら
、
納
め
ら
れ
た
人
は
、
忘
れ

ず
に
由
合
し
ま
し
ょ
う
。

こ
利
用
く
だ
さ
い

非
補
助
土
地
改
良
資
金

～
－
三
分
五
厘
資
金
で
土
地
基

盤
整
備
を
　
－

塵
林
漁
業
金
融
公
庫
で
は
、
非
補
助
土
地

改
良
事
業
の
実
施
希
望
者
に
長
期
、
低
利
の

資
金
名
曲
資
し
て
い
ま
す
。

対
句
爺
薬
は
、
か
ん
が
い
排
水
、
畑
地
か

ん
が
い
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
含
む
）
、
ほ

揚
整
備
、
暗
渠
排
水
、
客
土
、
農
道
、
索
道

座
地
造
成
、
睡
旺
盛
橋
、
用
水
路
や
排
水
路

の
総
轄
管
理
等
で
す
。

▽
貸
付
を
受
け
る
資
格
霞
業
者
、
土
地
改

良
区
、
土
地
改
良
塞
口
、
農
協

▽
利
率
三
・
五
男

▽
債
禍
鶏
聞
　
二
十
五
年
以
内

▽
貸
付
限
度
額
受
益
者
一
人
当
た
り
五
百

万
円
ま
で
は
百
着

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
産
業
課
　
舘
（

2
9
3
）
1
2
3
4
へ
ど
う
ぞ
。

「
△
鰯
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う

1
2
月
4
日
～
日
日

「
人
権
週
間
」

人
権
は
、
私
達
の
日
常
生
活
に
お
け
る
水

や
空
気
の
よ
う
な
も
の
で
、
人
権
が
尊
重
さ

れ
て
い
る
間
は
、
そ
の
大
切
さ
に
気
が
つ
か

な
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
侵
さ
れ

た
と
き
、
は
じ
め
て
、
こ
れ
は
大
変
だ
と
気

つ
く
と
い
う
性
質
の
も
の
で
す
。
し
か
し
、

侵
さ
れ
て
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
、
既
に
手
遅

れ
で
す
。

憲
法
第
十
二
条
も
「
こ
の
憲
法
が
国
民
に

保
障
す
る
自
由
及
び
権
利
は
、
国
民
の
不
断

の
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
保
持
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
・
‥
」
と
規
定
し
て
、
人

権
の
保
持
に
つ
い
て
は
、
国
民
白
身
が
そ
の

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
を
も
っ

い
て
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

人
橋
思
想
の
普
及
と
定
着
が
な
に
よ
り
必

要
と
さ
れ
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

本
年
は
、
国
際
連
合
が
「
世
界
人
権
宣
言
」

を
採
択
し
て
三
十
六
周
年
目
を
迎
え
ま
す
。

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
「
人
権
の
共

存
」
を
合
言
葉
と
し
て
全
国
的
に
「
人
権
週

間
」
が
始
ま
り
ま
す
。

福
岡
法
務
局
で
は
、
今
年
も
、
「
互
い
に

相
手
の
立
場
を
考
え
て
、
豊
か
な
人
間
関
係

を
つ
く
ろ
う
」
の
テ
ー
マ
の
ほ
か
、

轄
叩

。
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
婦
人
の
地
位
を
高
め
よ
う

。
輔
智
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し

よ
う

・
家
庭
に
団
ら
ん
を

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

人
権
週
間
に
あ
た
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

を
な
く
し
、
婦
人
が
家
庭
人
と
し
て
慕
わ

れ
、
社
会
的
地
位
を
高
め
、
家
族
の
温
か
い

語
ら
い
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
心
の
ふ
れ
合
い

を
さ
ら
に
深
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

今
年
の
人
権
週
間
に
私
達
の
町
で
は
次
の

と
こ
ろ
で
人
権
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
が
毎
日
の
生
活
を
営
ん
で
い
く
う

え
で
、
こ
れ
は
人
種
間
題
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
と
感
じ
た
り
、
法
律
上
ど
の
よ
う
に
な
る

か
わ
か
ら
な
く
て
困
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

れ
は
お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

＜
人
権
相
談
所
＞

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
1
2
月
ュ
0
日
（
月
）

1
3
時
～
1
6
時

▽
場
　
所
遠
賀
町
公
民
館
別
館

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
霜
祉
協
醸

会
に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
池
田
　
正
夫
様

（
若
松
）
池
田
　
元
昭
様

敢
闘
中
　
英
様
様

（
水
巻
町
）
小
川
　
滴
己
様

故
吉
野
ス
ガ
ノ
様

（
虫
生
津
）
吉
野
一
致
様

故
袈
一
二
様（

虫
生
津
）
峯
繁
子
様

故
荒
川
　
哲
治
様

（
新
町
）
荒
川
マ
サ
孟
僻

図
　
書
　
の
　
寄
　
贈

橋
本
ま
さ
よ
し
様
（
道
管
）

原
田
ス
エ
様
　
（
老
良
）

蔑
協
青
年
部
、
婦
人
部
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狩猟シーズンの鶉を
く11月15日～2月15日〉

占止しよう

〆二〇‾＝＝

高／＼－ �（）で ��魅　了 

．言∴一 � � 

謹謹離諒 、江∴∵∴弓 

遠
賀
郡
・
申
闇
市
は
、
堂
か
な
河
川
や
平

野
地
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
だ
け
に
、
ハ

ン
タ
ー
に
と
っ
て
は
絶
好
の
狩
猟
目
的
地
で

す
が
、
ハ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ん
、
と
り
返
し

の
つ
か
な
い
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

も
、
次
の
こ
と
に
濫
造
し
て
く
だ
さ
い
。

・
狩
猟
前
に
で
き
る
だ
け
射
撃
場
で
射
蝉

練
習
を
行
い
、
銃
の
取
扱
い
に
慣
れ
て
か
ら

狩
猟
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

・
弾
は
必
要
な
分
だ
け
購
入
し
、
狩
猟
期

間
終
了
後
に
残
弾
が
出
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょう。・
発
射
す
る
と
き
以
外
は
、
用
心
が
ね
の

由
に
指
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
発
射
す
る
と
き
は
、
ま
ず
矢
先
の
安
全

を
確
課
し
ま
し
ょ
う
。
。
使
用
す
る
銃
の
飛

距
離
を
よ
く
認
識
し
て
お
く
と
と
も
に
、
水

平
撃
ち
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
調
は
、
発
射
の
必
要
な
と
き
ま
で
獲
て

ん
せ
ず
、
発
射
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き

は
、
必
ず
騨
抜
き
毒
し
ま
し
ょ
う
。

。
銃
や
粥
を
車
内
や
ト
ラ
ン
ク
内
に
故
国
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

明
日
の
親
の
た
め
の
学
級
が

開
講
さ
れ
て
い
ま
す

こ
の
学
級
の
ね
ら
い
は
、
若
い
夫

婦
、
新
生
児
を
持
つ
両
親
や
、
結
婚
を

綾
え
て
の
昔
年
男
女
が
、
妊
娠
、
出
産
、

育
児
、
乳
幼
児
の
心
身
の
発
達
、
さ
ら

に
現
代
の
豪
崖
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
、
基
本
的
な
こ
と
が
ら
を
学
び
、
具

体
的
し
か
も
実
践
的
な
学
習
の
取
組
み

を
し
て
、
健
駿
で
明
る
い
家
庭
つ
く
り

を
目
さ
ず
教
育
講
座
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
も
非
常
に
充
実
し

た
内
容
で
、
受
離
さ
れ
た
若
い
婦
人
層

に
も
、
な
か
な
か
好
評
で
す
。
八
回
コ

秋
空
の
も
と

園
児
と
お
年
寄
り
の

」
父
歓
運
動
会
〝

－
　
南
部
保
育
田
I
I

十
月
十
九
日
、
秋
空
の
も
と
南
部
保
育
園

の
園
児
と
、
観
光
国
の
お
年
寄
り
の
交
歓
運

動
会
が
あ
り
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た。
南
部
保
育
園
で
は
、
五
年
ほ
ど
前
か
ら
慰

問
の
か
わ
り
に
、
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
て
楽

し
も
う
と
始
め
た
も
の
で
、
静
光
囲
グ
ラ
ウ

ン
ド
か
ら
は
一
日
中
園
児
や
お
年
寄
り
の
歓

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

－
ス
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
奈
聖
者
は
、

参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お
す
す
の
し
ま
す
。

朗
請
は
月
二
回
、
中
央
公
民
館
で
午
前
九

時
か
ら
十
二
時
ま
で
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
整
暴
風
会
社
会
教

育
課
　
㊨
（
2
9
3
）
1
3
5
5
へ
ど
う
ぞ

人
権
週
間
講
演
会
と
同
和
問
題
啓
発
映
画

二
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
人
権
週
間
の
一
環

と
し
て
、
福
岡
県
と
福
岡
県
教
書
委
員
会

主
催
に
よ
る
「
人
権
週
間
講
演
会
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
ュ
2
月
5
日
㈱

ュ
3
時
5
0
分
～
ュ
6
時
5
0
分

▽
場
　
所
福
岡
サ
ン
パ
レ
ス
（
入
場
無

料）

▽
講
師
と
演
題

o
俳
優
　
民
話
語
り
部
∴
沼
田
曜
一

「
愛
と
裏
の
人
間
は
な
し
」

。
作
家
女
隆
史
研
究
家
山
崎
朋
子

「
女
性
史
の
窓
か
ら
」

∧
テ
レ
ビ
に
よ
る
同
和
問
題

啓
発
映
画
∨

▽
放
送
月
日
　
昭
和
的
年
ェ
2
月
1
0
日
㈲

1
6
時
～
1
6
時
5
5
分

▽
放
送
局
名
　
T
N
C
テ
レ
ビ
西
日
本

▽
映
画
題
名
　
「
誕
生
」

町

営

住

宅

入

居

者

募

集

▽
場
　
所
　
虫
生
津
西
町
（
3
0
3
号

室
）
　
（
2
0
2
号
室
）

▽
募
集
声
数
　
二
戸
（
第
二
謹
四
階
建
耐

火
構
造
）
三
D
K

▽
家
　
賃
　
月
七
千
円

▽
締
切
日
　
1
2
月
5
日
（
期
日
厳
守
）

▽
資
　
格
　
町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
　
▽
申
込
先

所
を
有
す
る
者
。

現
に
同
居
し
又
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

者。収
入
基
準
が
月
収
八
万
七

千
円
以
下
で
あ
る
部
。

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
。

役
場
総
務
課
管
財
係
へ

（
申
込
用
純
一
∞
備
え
て
い

ます）



第351号　　　　　　　　　　　　　　　庭⑱弱め彿（4）
¶mii日用i剛州ii剛開聞I川川順用ii用用州用川州用川用用川Iii順ii洲ii洲i順日用州川同州旧聞ii用出川iiil川川開聞ii剛iiii剛iiiiiilii順iliil開聞i剛用用川iiiIiiiiiiiiiiilii”…ii”ii順iiiiiiiii刑I開聞i洲Iii順順i順Ii順i……iuiii剛

受賞者のみなさん

に
ぎ
わ
っ
た
菊
花
展
示
会

役
場
玄
関
前
で
先
月
末
か
ら
行
わ
れ
た
遠
賀
町
菊
友
会
主
催
の
第
三
回
菊
花
展

示
会
。
次
の
み
な
さ
ん
に
各
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

。
宗
像
大
社
貰

大
輪
宮
本
秋
三
郎
（
若
松
）

盆
栽
　
本
田
国
雄
（
鬼
津
）

・
遠
賀
町
長
賞

大
輪
　
添
田
太
陽
（
老
良
）

ダ
ル
マ
一
田
好
巳
（
浅
木
）

・
敦
裏
民
会
貰

盆
栽
原
田
清
和
（
老
良
）

・
遠
賀
町
議
会
貰

福
助
　
大
塚
十
四
美
（
松
ノ
本
）

。
衆
議
院
議
員
三
壊
殿
賀

大
輪
　
松
本
実
（
浅
木
）

ダ
ル
マ
　
川
原
伍
郎
（
東
町
）

。
郡
農
業
協
同
組
合
組
合
良
貨

ケ
ン
ガ
イ
　
田
中
由
夫
（
新
町
）

大
輪
　
純
手
蔓
代
（
虫
生
津
）

。
遠
賀
叫
商
工
会
会
長
賞

大
輪
斉
藤
フ
ジ
手
套
怒
）

福
助
　
要
博
文
（
若
松
）

。
遠
賀
町
菊
友
会
会
長
賞

大
輪
後
藤
∴
静
代
（
木
守
）

大
輪
　
桝
田
　
博
（
上
別
府
）

大
輪
　
石
松
久
雄
（
上
別
府
）

大
輪
　
鈴
木
睦
子
（
東
和
苑
）

大
輪
　
玉
野
信
産
（
浅
水
）

大
輪
　
井
中
信
（
新
町
）

大
輪
　
井
口
政
子
（
鬼
津
）

大
輪
　
出
口
　
湖
（
新
町
）

ダ
ル
マ
　
瀬
口
善
藤
（
校
ノ
本
）

ダ
ル
マ
　
秦
　
徳
雄
（
別
府
）

ケ
ン
ガ
イ
　
小
村
　
進
（
虫
生
津
）

盆
栽
　
吉
浦
芳
美
（
鬼
津
）

駅
伝
競
走

競
技
会
が
行
わ
れ
ま
す

各
区
対
抗
の
第
二
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会

駅
伝
競
走
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。
町
民
の
み

な
さ
ん
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
9
年
1
2
月
⊥
6
日
（
白
）

ス
タ
ー
ト
1
0
時

▽
ス
タ
ー
ト
地
点
　
遠
賀
高
楼
下

第
一
回
「
未
来
の
翼
」

参
加
者
募
集

沖
縄
ケ
ラ
マ
列
島
へ
の
旅

大
き
く
壁
か
で
薄
々
流
れ
る
遠
賀
川
の
よ

う
に
大
き
く
、
強
く
、
塾
か
な
少
年
、
少
女

た
ち
を
育
て
る
た
め
に
組
織
し
た
会
で
す
。

こ
の
研
修
で
「
自
然
を
大
切
に
す
る
心
」

「
友
達
を
大
切
に
す
る
心
」
を
育
て
ま
し
ょ

う。▽
行
　
先
　
沖
珊
県
ケ
ラ
マ
列
島
渡
嘉
驚

国
立
沖
細
昔
年
の
家
他

▽
期
　
間
　
昭
和
0
0
年
3
月
3
0
日
～
4
月
4

日
五
泊
六
日

▽
申
込
締
切
　
1
2
月
2
5
日
（
火
）
ま
で

▽
楽
人
貝
小
学
六
年
生
　
四
十
名

中
学
「
二
年
生
　
四
十
名

▽
費
用
　
小
学
生
　
六
万
九
千
円

由
学
生
　
七
万
七
千
円

▽
聞
合
せ
　
申
込
先
　
遠
賀
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ク
ラ
ブ
「
未
来
の
会
」
代
表

小
田
晋
介
　
浅
木
9
6
5
番
地

舘
（
2
9
3
）
0
2
2
9

第
2
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会

硬
式
テ
ニ
ス
競
技

〇
第
二
回
町
民
体
育
大
会
の
硬
式
テ
ニ
ス
0

0
大
会
が
、
十
月
二
十
八
日
に
新
設
の
遼
0

0
賀
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
壁
0

0
大
に
開
催
さ
れ
、
各
試
合
と
も
白
熱
し
0

0
た
ゲ
ー
ム
の
連
続
で
し
た
。
各
踵
日
の
0

0
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
○

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

み
ど
り
固
職
員
募
集

社
会
福
祉
法
人
選
質
中
間
会
植
神
薄
弱
者

適
所
授
産
施
設
「
み
ど
り
園
」
で
は
、
来
年

四
月
採
用
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間
　
ュ
2
月
5
日
～
2
1
日

▽
試
験
日
　
昭
和
0
0
年
1
月
2
2
日

▽
職
種
と
採
用
予
定
人
員
、
年
齢
、
学
歴

。
生
活
驚
寅
　
四
名
　
3
5
域
ま
で
、
高

校
卒
以
上
（
そ
の
他
資
格
要
件
あ
り
）

。
作
業
指
導
員
一
名
　
3
5
鰻
ま
で
　
高

校
卒
以
上
（
卒
業
見
込
み
可
）

・
疎
務
貝
一
名
　
5
0
稔
ま
で
　
高
校
卒

以
上
（
卒
業
見
込
み
可
）

o
調
理
員
　
二
名
　
5
0
践
～
5
0
報
中
学

卒
以
上

資
格
要
件
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
芦
屋

町
役
甥
社
会
課
内
、
遠
賀
中
間
会
叫
親
局

＄
（
2
2
3
）
0
8
8
1
内
線
2
2
9
へ
ど

うぞ。

。
優
勝
白
石
（
上
別
府
）

・
準
優
勝
∴
添
田
　
（
老
良
）

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

。
優
　
勝
　
白
石
・
甲
斐

。
準
優
勝
∴
清
水
（
憩
）
・
金
子
（
浩
）

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

o
優
　
勝
　
福
田
（
世
）
・
森
固
（
美
）

・
準
優
勝
　
金
子
・
中
村

▽
混
合
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
白
石
・
金
子
（
粕
）

準
優
勝
　
甲
斐
・
東
肉

A
開
脚
圏
圏
圏
膠
V

河
中
指
蕾
選

さ
し
床
に
忘
れ
固
き
し
に
菊
咲
け
り
そ
老
い

と
し
み
て
吾
は
寄
り
ゆ
く
　
柴
田
　
房

道
の
辺
に
う
ず
紫
の
野
菊
咲
き
鑑
ふ
ふ
め
る

を
一
塁
摘
み
ぬ
　
　
　
　
大
場
　
房
江

廃
坑
と
な
り
て
久
し
き
炭
住
に
菊
は
咲
け
る

も
見
る
人
ぞ
な
し
　
　
　
高
崎
佳
子

朗
々
の
霜
を
ほ
じ
き
て
咲
き
て
い
し
ひ
ど
か

た
ま
り
の
山
の
野
菊
は
　
　
井
口
　
政
子

白
菊
の
花
に
埋
も
れ
眠
り
い
し
請
の
柩
は
釘

打
た
れ
ゆ
＜
　
　
　
　
　
白
石
一
夫
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こ
利
用
く
だ
さ
い

遠
賀
町
弓
道
場
が

日
月
6
日
オ
ー
プ
ン

・
同
　
和
　
問

…
同
和
教
育
の
学
習
会
や
、
同
和
問
題
の
会

川
一
－
う

言
な
ど
で
、

本
施
設
は
、
遠
賀
総
合
連
動
公
園
内
の
遠

賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
南
側
に
位
置
し
、

木
造
を
基
調
と
し
て
採
光
に
十
分
配
慮
す
る

等
、
景
観
的
に
も
お
ち
つ
い
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

弓
道
は
日
本
古
来
か
ら
の
武
道
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
面
ば
か
り
で
は
な
く
、
健
康

作
り
や
礼
節
を
重
ん
じ
た
精
神
修
養
と
い
っ

た
役
割
も
手
伝
っ
て
新
た
な
脚
光
を
あ
ひ
て

お
り
、
先
に
完
成
し
て
い
る
遮
更
新
費
者
体

育
セ
ン
タ
ー
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
あ
わ

せ
て
社
会
体
育
施
設
が
ま
た
一
つ
充
実
し
ま

した。
▽
所
在
地
　
遠
賀
町
大
字
広
渡
字
江
頭
1
3

9
9
の
3
他

▽
建
物
高
額
（
六
人
立
ち
）

o
射
場
床
面
積
　
1
5
6
が

。
的
場
床
面
積
　
4
4
㍍

。
矢
政
道
面
積
　
3
5
㍍

▽
耶
薬
費
　
四
千
百
三
十
一
万
円

使
用
申
込
み
方
法

体
育
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
申
込
み
受
付

▽
使
用
時
間
　
9
時
～
2
1
時
5
0
分
、
た
だ
し

今
年
度
中
は
月
峨
日
、
水
間

日
、
金
蝿
日
の
週
三
日
間
で

す。

▽
使
用
料
　
二
時
間
ま
で
百
円
、

一
時
間
増
す
こ
と
に
五
十
円
。

「
同
和
地
区
は
、
ど
う
し
て
つ
く
ら
れ
た

の
で
す
か
］

「
同
和
地
区
に
は
、
ど
の
よ
う
な
人
た
ち

が
住
み
つ
い
た
の
で
す
か
一

と
い
う
こ
と
を
し
ば
し
ば
耳
に
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
同
和
地
区
の
起
源
（
お
こ
り
）

に
つ
い
て
た
ず
ね
ら
れ
る
の
で
す
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
同
和
対
重
要
頭
会

答
申
で
は
、

同
和
地
区
の
起
源
や
沿
革
（
う
つ
り
か

わ
り
）
に
つ
い
て
は
、

じ
▲
L
o
て
e
 
e
け
▲
せ
つ

・
人
種
的
起
源
説

大
昔
に
、
よ
そ
の
国
か
ら
日
本
に

渡
っ
て
き
た
人
達
の
子
孫
で
〝
人
種

が
違
う
の
だ
。
〟
と
い
う
説
。

・
乗
数
的
配
調
説

よ
っ
さ
よ
う
　
せ
つ
L
l
ご
つ

仏
教
が
殺
生
を
い
ま
し
め
て
い
る

の
に
殺
生
を
し
た
か
ら
い
や
し
め
ら

れ
る
の
だ
と
す
る
説
。

L
t
く
す
＋
ご
つ

・
戦
果
的
起
源
説

人
の
い
や
が
る
仕
事
に
つ
い
て
い

た
か
ら
は
ず
か
し
め
ら
れ
る
の
だ
と

い
う
説
。

・
政
治
的
配
酒
税

三
言
∴
り
ん
？
プ
：
」
　
◆
－
∴
み
　
L
h
う
　
し
ほ
い

時
の
権
力
者
が
、
民
衆
を
支
配
す

し
　
く
　
　
　
　
事
∪
∴
∴
∴
ム
∴
∴
あ
を
　
い

る
仕
組
み
を
守
り
、
身
の
安
泰
を
は

題

　

と

　

は

か
る
た
め
に
、
政
治
的
に
つ
く
り
出

さ
れ
た
も
の
と
す
る
説
。

な
ど
の
論
説
が
あ
る
。

中
　
略

た
だ
、
世
人
の
偏
見
（
か
た
よ
っ
た
み

か
た
・
魚
貝
）
を
打
破
す
る
た
め
に
、
は

っ
き
り
断
言
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

じ
p
’
小
人
∴
　
い
　
じ
⊥
L
i
b

い
の
は
、
同
和
地
区
の
住
民
は
興
人
柵
で

も
異
民
族
（
ち
が
う
人
種
や
民
族
）
で
も

な
く
、
通
い
も
な
く
日
本
民
族
、
日
本
国

民
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
一

中
　
略

ま
た
、
幕
府
や
大
名
は
、
農
・
工
・
商

の
下
に
さ
ら
に
低
い
身
分
を
お
き
、
河
原

倉
に
重
　
　
　
　
し
ふ
う
時
人
　
あ
ら
　
　
と
　
e
 
t

や
谷
間
な
ど
条
件
の
悪
い
土
地
に
住
ま
わ

き
人
心
、
∴
　
i
f
’
丁
い
∴
∴
－
⊥
て
つ

せ
、
山
野
や
用
水
の
利
用
を
ほ
と
ん
ど
許

さ
ず
、
職
業
や
服
そ
う
な
ど
を
制
限
し
て

他
の
身
分
の
人
々
と
差
別
し
ま
し
た
。
江

戸
時
代
の
中
ご
ろ
か
ら
、
町
人
や
農
民
の

勢
い
が
強
く
な
っ
て
武
士
の
支
配
が
ゆ
ら

い
て
く
る
と
、
こ
の
よ
う
な
差
別
は
い
っ

そ
う
強
め
ら
れ
ま
し
た
。

幕
府
や
大
名
が
、
農
・
工
・
商
の

下
に
さ
ら
に
低
い
身
分
を
つ
く
っ
た

の
は
、
農
民
や
町
人
に
、
自
分
た
ち

よ
り
も
も
っ
と
下
の
身
分
の
も
の
が

い
る
と
思
わ
せ
て
、
農
民
や
町
人
の
、

武
士
に
対
す
る
不
満
を
そ
ら
せ
る
た

め
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
ま
ず
、
同
和
問
題
の

り
一
∵
‥
∴
∴
に
ん
L
e
∴
∴
∴
ふ

基
本
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

と
、
同
和
地
区
の
根
源
（
お
お
も
と
）
に
つ

い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

し
で
か
い
か
－
∴
〃
i
三
高

ま
た
、
小
学
聖
ハ
年
生
の
社
会
科
の
教
科

書
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
富
か
れ
て
い
ま
す
。

i
で
く
上
　
　
　
　
し
ほ
い
し
で
∴
∴
∴
∴
上
　
し

幕
府
は
、
支
配
者
で
あ
る
武
士
を
守
る

た
め
に
、
士
（
武
士
）
・
塵
（
農
民
）
・

工
（
職
人
）
・
商
（
商
人
）
の
身
分
に
よ

る
差
別
を
さ
び
し
く
し
ま
し
た
。
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81 �も �虞 児 �〃 児 �大 

内 �え �き 事 �き 本 �型 
な �録 か �継 か �家 

会 場 �い �D �ら �庭 
ゴ �高 相 地 区 �北 越 地 �ゴ ミ 

区 

プ空 � � �べ　テ 
12 月 12 �フカ スン チ‘ ツ空 �12 月 �12 月 �ツレ トビ 机冷 

目 及 び �クビ 製ン 晶、 �26 日 �12 日 �、蔵 い庫 す、 、家 白兵 

ガ ゴラ 

12 月 26 �ムス 等窄 �水 �水 i �転、 串趣 等暴 

陶 程 

日 ����よ、 
類 ���と ん 

10月のし尿くみ取り予定表

くみ 取り口 �大型車くみ取り地区 �小型車くみ取り地区 

1（土） �西町、浅木の一部 �上別府（花園） 

3（月） �東町 �広漠 

4（火） �虫生津（新屋敷を含む）、東町 � 

5（水） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家産 

6（木） �虫生津、木守 � 

13（木） �旧停（旧3号線北側）、鬼淳二 若松 �別府，上別府（商家） 

14（金） � � 

15（土） �遠賀Iii � 

17（月） �遠賀川、新町 � 

ld（火） �新町 � 

19（水） �新町（中牟田） �望洋 

0（木） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

l（金） �新町（ユニード的通り一部）、 別府（高瀬）、鬼津、若松 �別肘、千代丸、鬼津（小鳥掛） 

芝生 �上別府、虫生津、浅木 � 
（月） �今古賀、尾崎 � 

5（火） �別府 � 

6（水） �尾崎 �鬼津、松ノ木、岩松、道営 

（木） �浅木 �老良 

8（金） �若葉台、堂塔寺、上別府、道営 �今古賀、島津、浅木、麗辞て不 尽掛）、尾崎（飽喰） 

9（土） �踵蒔くみ取り �臨時くみ取り 

態
様
蓬
響
票
※
語
頭

㊨
㊨
㊨
㊨

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

▽
期
間
n
月
1
日
か
ら
1
2
月
1
5
日
ま
で

▽
場
所
町
内
の
医
院
（
串
間
市
、
遠
賀

郡
内
の
医
院
・
病
院
で
も
可
）

▽
時
間
各
医
院
・
病
院
の
診
療
時
間
内

▽
対
象
者
三
蔵
以
上
の
希
望
者

▽
接
種
方
法
一
週
間
か
ら
四
週
間
の
間
隔

を
お
い
て
二
回
核
種

▽
料
金
三
殿
～
申
学
生
以
下
は
無
料

十
五
歳
以
上
は
一
回
七
雪
千

円

▽
持
参
品
印
鑑
・
料
金

▽
期
　
日
　
1
2
月
5
日
（
水
）

▽
時
間
受
付
　
1
3
時
ュ
0
分
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

▽
場
　
所
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
一
望
（
カ
月
⊥
稔
八
カ
月
児

（
昭
和
5
8
年
4
月
～
6
月
生
）

▽
内
容
身
体
測
定
、
保
健
指
導

診
察
（
内
科
・
歯
科
）

▽
蛙
萎
晶
母
子
手
帳
、
検
診
栗

▽
料
金
　
無
料

自
治
医
科
大
学

入
学
者
募
集

▽
受
験
資
格
　
高
校
彙
し
た
者
お
よ
び

来
春
卒
築
見
込
み
の
者
、
ま

た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

▽
試
験
日
　
昭
和
0
0
年
2
月
1
日
（
金
）

▽
定
　
員
　
百
名

▽
願
書
受
付
期
間
　
1
月
8
日
～
1
月
ュ
8
日

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
諦
生
部
医
務

課
＄
0
9
2
（
6
2
2
）
0
7
ュ
5
へ
。

1
2
月
の
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

▽
期
　
日
　
1
2
月
4
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さい。

▽
場
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
妊
産
婦

▽
持
参
品
手
帳
交
付
の
人
は
印
鑑
持
参
の

こ
と

▽
内
容
産
前
・
産
後
の
知
識

妊
饉
操

母
子
手
帳
交
付

▽
料
金
　
無
料

▽
期
日
　
1
2
月
Ⅱ
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
か
ら
1
0
時
5
0
分
の
聞

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
場
　
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
児
生
後
七
－
十
二
カ
月
児

母
子
手
嬢

体
蟹
・
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

無
料



第351号断面
間

近
め⑱伍ヽ

I
．7（

優
生
保
護
法
と
は
日

新
尾
田
申
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

⑧

漢
学

前
回
の
話
で
は
、
若
年
者
の
人

工
中
絶
は
優
生
保
龍
法
を
改
正
し

た
位
で
は
抑
え
切
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
ね
。
で
は
、
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

ハ
イ
。
い
ま
さ
ら
純
潔
の
導
き
を
説
い
て

も
聞
く
耳
持
た
す
と
い
っ
た
感
じ
で
、
若
者

は
杜
の
開
放
の
波
に
押
し
流
さ
れ
て
い
ま

す
。
生
ぬ
る
い
こ
と
で
は
間
に
合
い
ま
せ

ん
。
先
手
を
打
っ
て
、
避
妊
の
知
識
や
性
病

の
恐
ろ
し
さ
、
さ
ら
に
人
工
中
絶
は
人
命
に

か
か
わ
る
難
し
い
手
術
で
あ
る
こ
と
を
徹
底

的
に
教
え
る
こ
と
す
で
。

避
妊
の
方
法
に
つ
い
て
は
ど
ん

な
方
法
を
採
り
ま
す
か
。

男
性
に
は
コ
ン
ド
ー
ム
、
女
性
に
は
経
口

避
妊
薬
の
飲
み
方
と
そ
の
溝
粟
を
説
明
す
る

こ
と
で
す
。

性
病
に
つ
い
て
も
、
そ
の
常
識

を
教
え
る
こ
と
で
す
ね
。

ソ
ウ
デ
ス
。
性
病
に
は
梅
毒
、
淋
病
、
軟

性
下
姫
、
第
四
性
病
の
四
つ
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
開
園
な
の
は
淋
病
と
梅
誌
で

す。
淋
病
－
男
性
が
淋
病
に
か
か
る
と
、
急
性

又
は
低
塩
の
尿
道
炎
に
な
り
、
排
尿
障
害
が

ひ
ど
く
、
副
擁
琴
藍
藻
癌
終

に
進
み
、
時
に
は
眼
や
関
節
が
化
膿
し
、
失

明
し
た
り
歩
行
困
難
に
な
り
ま
す
。
壷
が

淋
病
に
冒
さ
れ
る
と
子
宮
内
膜
炎
、
パ
ル
ト

リ
ン
腸
炎
、
卵
管
炎
と
進
み
、
さ
ら
に
腹
膜

炎
に
な
る
と
癒
症
で
す
。
た
だ
し
治
っ
た
と

し
て
も
不
妊
や
子
宮
外
妊
娠
の
原
因
に
な
り

ます。梅
誌
－
地
誌
の
病
原
菌
は
消
化
怒
以
外
は

ど
ん
な
組
織
に
で
も
発
病
し
ま
す
。
好
ん
で

心
臓
血
管
系
と
神
経
系
統
を
冒
し
ま
す
。
慢

性
病
が
あ
っ
た
ら
ま
ず
梅
誌
を
疑
え
と
言
わ

れ
る
位
で
す
。
運
動
障
害
か
ら
結
構
病
に
い

た
り
、
そ
の
上
遺
伝
し
、
病
筈
は
罪
も
な
い

子
孫
に
お
よ
び
ま
す
。
ま
っ
た
く
恐
ろ
し
い

病
気
で
す
。

人
工
中
絶
に
つ
い
て
は
、
ど
う

い
う
方
法
で
教
え
ま
す
か
。

あ
る
高
校
の
養
護
の
先
生
が
、
生
後
に
教

え
る
た
め
に
、
人
工
中
絶
に
必
璽
な
教
科
書

と
医
療
器
械
を
賃
り
に
病
院
に
こ
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
動
葉
的
な
方
法
だ
と
思
い

ま
す
。
人
工
中
絶
は
医
師
の
感
で
行
う
盲
目

王
統
で
、
開
腹
術
よ
り
難
し
い
と
官
っ
産
婦

人
科
医
が
多
い
の
で
す
。
こ
の
こ
と
を
よ
く

納
得
さ
せ
る
と
、
性
の
自
由
が
身
の
破
滅
を

招
く
こ
と
を
思
い
知
る
で
し
ょ
う
。

（つつく）

四
七
璧
口
は
い
わ
ゆ
る
働
き
盛
り
。
そ
れ

相
応
の
社
会
的
地
位
や
財
産
も
で
き
て
、
任

那
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
時
期
で
す
。
し
か

し
、
一
方
で
は
複
雑
な
職
域
の
人
間
関
係

や
、
責
任
、
権
限
に
強
く
し
は
ら
れ
、
精
神

的
不
健
康
に
陥
り
や
す
い
年
代
で
も
あ
り
ま

す。
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
遼
こ
る
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

や
精
神
病
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
平
素

か
ら
職
坊
で
の
人
間
関
係
を
良
好
に
保
つ
よ

う
に
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
仕
郊
以
外
の
こ
と
、
例

え
ば
ス
ポ
ー
ツ
や
囲
碁
、
将
棋
、
マ
ー
ジ
ャ

ン
、
旅
行
な
ど
を
通
じ
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
な
人
間
関
係
を
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
こ
れ
と
併
せ
て
、
自
分
の
生
活

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
部
分
は
し
っ
か
り
と
守

り
ぬ
く
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
任
那
を
家
に

持
ち
帰
っ
た
り
、
。
i
霞
の
心
証
を
よ
く
す
る

た
め
に
休
日
も
勘
助
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ

と
は
、
で
き
る
だ
け
避
け
る
こ
と
で
す
。

寅
任
の
高
い
地
位
に
つ
く
と
、
そ
う
も
い

か
な
い
甥
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
で
き
る

だ
け
櫛
隈
や
仕
事
を
部
下
に
分
割
し
、
時
間

的
な
ゆ
と
り
を
も
つ
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。
何
も
か
も
自
分
で
か
か
え
込
む
人
は

と
、
心
と
体
が
不
健
康
に
な
り
や
す
い
こ
と

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

若
者
と
の
交
流
を
深
め

若
さ
を
保
つ

い
つ
ま
で
も
若
い
心
を
持
ち
、
柔
軟
な
頭

を
保
つ
た
め
に
は
、
若
い
人
た
ち
と
つ
き
あ

う
の
か
い
ち
ば
ん
で
す
。

年
を
と
っ
て
く
る
と
脳
が
新
し
い
こ
と
を

銘
記
す
る
力
も
落
ち
て
く
る
た
め
、
ど
う
し

て
も
過
去
の
な
か
に
と
ど
ま
っ
て
「
昔
は
こ

う
た
っ
た
の
に
、
い
ま
の
若
者
は
」
と
グ
チ

気
と
思
わ
れ
る
面
も
た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
若
さ
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
の
若
さ
を
索
道
に
認
め
る
こ
と
も
大

切
な
の
で
す
。

そ
し
て
、
い
ま
の
若
者
に
欠
け
て
い
る
も

の
も
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

を
彼
ら
に
指
摘
し
て
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

先
鰭
と
し
て
の
自
分
の
存
在
や
役
割
を
実
感

で
き
、
同
時
に
若
者
た
ち
と
の
あ
い
だ
に
交

流
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
会
社
で
な
る
べ
く
若
い

人
た
ち
と
話
す
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
会

社
名
や
め
て
い
る
人
は
、
若
者
と
接
触
で
き

る
集
ま
り
に
積
極
的
に
参
加
す
る
姿
勢
が
大

切
で
す
。

∩
学
習
諜
即
馴
U

に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

だ
が
、
そ
れ
で
は
青
菜
が
な
く
て
い
け
ま

せ
ん
。
常
に
会
社
の
将
来
を
考
え
て
い
る
経

営
者
、
真
理
や
美
を
追
い
求
め
て
い
る
学
者

霊
室
術
家
な
ど
が
一
般
に
年
齢
の
割
に
若
々

し
く
見
え
る
の
は
、
未
来
に
生
き
て
い
る
か

ら
で
す
。

若
い
人
と
つ
き
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
未
来
を
め
ざ
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
碧
い
人
た
ち
の
考
え
か
た

や
行
動
の
な
か
に
は
、
愚
か
し
い
と
か
生
悪

年
寄
り
だ
け
で
昔
を
語
っ
て
い
る
ほ
う
が

気
楽
で
い
い
と
か
、
い
ま
の
若
者
は
理
解
で

き
な
い
面
は
か
り
で
、
な
ど
と
考
え
て
い
る

と
、
心
の
老
化
は
ま
す
ま
す
進
行
す
る
ば
か

り
な
の
で
す
。

「
い
ま
の
新
入
社
員
は
、
ま
る
で
宇
宙
人

の
よ
う
だ
」
と
敬
遠
す
る
の
で
は
な
く
、
世

代
を
超
え
て
若
い
人
々
と
の
交
流
を
も
つ
こ

と
の
な
か
に
も
新
鮮
さ
を
兄
い
だ
せ
れ
ば
、

心
の
老
化
は
ス
ト
ッ
プ
の
状
態
に
あ
る
と
い

え
る
の
で
す
。
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12月上期の遠賀町主要行事

日 �l， �行　事　内　容i時　間i英紙全車担当係名1日的及び主な対象等 ����詳　細 

！ 15 �（ 土 �ィンフルエンザ予醒i籠間内i町内各醗i保醒係上践以上の雑考 ����6ページ 

1 �土 �蕾鰻擬合駒ト17：00　犠竺育i体育係i区対抗10区間軸 ���� 

4 �火 �妊　婦　相　談19：301役踊室i鯛生係匡婦 ����6ページ 

5 �水 �1歳6カ月児検診i13：10－14車央公輔車健衛生係匡58年4年～6月推考 ����6ページ 

6 �木 �家庭教育学士00－12車軸館i社会教育係恒産教育学紐 ���� 
手話講習会⑥119‥00－20：301中央公瑚 ��桧教醐厚生 �� 

7 �金 �体育指導委員会巨－i中央公民館中背係車脊髄 ���� 

8 �土 �定例区長会19：00－惇会醒i企醜係上区長 同和姉研究大会中00ー車軸i社会教育係南縮まの参加を 地区公民館長会議中一世公離i社会輔係巨区公民醸 ���� チラシを 参　照 

10 �月 �念配す苧）相中00－16：車民館鵬i福祉係匪暴繍法弼員 ����2ページ 

11 �火 �乳　児　相　談19：30十0車場髄匡衛生係i生後7十2棚 ����6ページ 
老人会長会ilO：00一　幸の家i福祉係匡区老人クラブ会長 ���� 

13 �木 �婦人学級⑧巨00～可中央公瑚i社会教育係巨人学雛 ���� 
手話講習会⑦i �19：00－20車央公民館i社会弼中生 ��� 

14 �金 �定例民生腫委員会巨－12：0惇会醒i福祉係 ���各民生児童委員 � 
園芸教室⑪19：30－12車央公民館I社会締係匡教艶 ���� 

（
実
例
）
対
震
自
動
消
火
装
置
は

作
勤
し
ま
す
か
？

便
利
な
暖
房
器
具
も
、
一
歩
間
違
え
ば
お

そ
ろ
し
い
火
災
と
な
る
原
因
の
ひ
と
っ
て

す
。
そ
の
中
で
家
庭
に
も
っ
と
も
普
及
さ
れ

て
い
る
石
油
ス
ト
ー
ブ
で
、
現
在
安
全
の
た

め
に
取
り
付
け
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
対

疫
自
動
消
火
装
盾
が
働
か
な
か
っ
た
た
め
火

災
に
な
っ
た
疎
例
を
紹
介
し
ま
す
。

A
さ
ん
宅
で
は
石
油
ス
ト
ー
ブ
で
部
屋
の

暖
を
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、
屯
揃
が
な
っ
た

の
で
受
話
器
名
取
ろ
－
つ
と
し
て
台
所
か
ら
歩

き
か
け
だ
が
、
段
差
の
つ
い
た
居
間
と
の
塊

に
つ
ま
つ
き
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
触
れ
て
ス
ト

ー
ブ
が
倒
れ
て
し
ま
い
、
こ
た
つ
の
布
団
に

炎
が
あ
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
ス
ト

ー
ブ
は
対
度
自
動
消
火
装
置
が
付
い
て
い
ま

し
た
が
、
日
頃
の
手
人
を
お
こ
た
っ
て
い
た

た
め
作
動
し
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

∧
注
意
事
項
V

O
ゴ
ミ
が
た
ま
っ
て
い
な
い
か

○
点
火
に
使
っ
た
マ
ッ
チ
棒
が
遮
閉
板
の
通

路
を
ふ
さ
い
で
い
な
い
か
日
頃
の
手
入
れ

と
使
用
方
法
に
十
分
注
意
を
は
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。


